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スキームの全体像
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TLO

国立大学法人 神戸大学

新研究科
（一部教員）

一般社団法人 神戸大学科学技術
アントレプレナーシップ基金

（以下、「STE基金」）

合弁企業 (注2)
ベンチャー
企業C (注2)

民間事業会社等

知財

ベンチャー
企業B  (注2)

ベンチャー
企業A (注2)

連携創造
本部

株式会社 科学技術アントレプレナーシップ
（以下、「STE社」）

共同事業

特許権実施許諾

ベンチャーキャピタル

出資 共同事業資本・業務提携

特許権実施許諾等 （注1）

出資

研究者
（教員等）

注1：特許権実施許諾の他、特許譲渡・成果有体物移転等が考えられる
注2：「STE社」傘下の企業は株式会社、合同会社など柔軟な形態をとることができる

出資・事業化（共同研究開発）

連携

出資・経営指導

出資

出資 出資

連携

シード・アクセラレーター

創業期のベンチャー企業に対して
株式との引き換えによる資金提供
を行うだけでなく、事業計画書の作
成支援等を含む事業立ち上げに関
する具体的な指導・助言等を行う。

寄附

配当

（但し、出資関係なし）



広報資料広報資料

2

 新たに「一般社団法人 神戸大学科学技術アントレプレナーシップ基金」 （以下、「

STE基金」） と、 「科学技術イノベーション研究科（以下、新研究科）」の関係者（一部

教員等）が共同出資して設立する「株式会社 科学技術アントレプレナーシップ」（以下

、「STE社」）が、神戸大学から生まれた研究成果の事業化を行うベンチャー企業の立

ち上げにシードマネーの一部を提供し、「新研究科 」と連携して創業期における手厚

いハンズオン支援を行う。

 神戸大学との関係について （１／２）

• 「新研究科」の一部教員が「STE社」株主（以下、教員株主）となり、取締役あるいはア

ドバイザーとしてその事業に関与する。

• 「STE社」は拠点プログラムにおける基盤成果の事業化に向けて、シード・アクセラレ

ーター（前頁ご説明ご参照）としての機能を担う。具体的には、ベンチャー企業に対し

て、会社設立や市場調査、事業計画書作成等の費用の一部を出資（ベンチャー企業1

社あたり500万円程度を想定）という形態で提供しつつ、取締役やアドバイザーとして

関与する教員株主と外部から参画する専門家の知見を活かし、科学技術やアントレプレ

ナーシップ、事業戦略、財務戦略、知財戦略などの総合的視点から手厚くハンズオン支援

（インキュベーション）することで、早期に外部のベンチャーキャピタルや事業会社から

の本格的な資金調達を可能とする。（「STE社」の経営体制について別紙ご参照）

本取り組み（ストラクチャー）の特長
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 神戸大学との関係について （２／２）

• ベンチャー企業は、神戸大学から生まれた研究成果の事業化を行う。

• 「新研究科」と「STE社」が持つ科学技術、事業戦略、ファイナンス、知財戦略等、新事

業創造に必要な専門的かつ実践的な知識、経験、人脈等の知的資本を、効率良く徹

底的に集中投資することで、当該ベンチャー企業の急成長を目指す。

• ベンチャー企業が創造した価値の一部は、当該ベンチャー企業から「STE社」への配当

もしくは、当該ベンチャー企業株式の売却によるキャピタルゲインとして還元され、「STE

基金」へは「STE社」からの配当によって還元される。

• 神戸大学は「STE基金」からの寄附によってベンチャー企業の価値の一部を回収し、

新たな研究や事業創造に還元できる。

本取り組み（ストラクチャー）の特長 ～続き～
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 取締役 （教員株主）

 代表取締役 (経営株主）

 監査役

 アドバイザー（教員株主）

 顧問

三宅 秀昭 ㈱クラシック･キャピタル･コーポレーション取締役

桑山 斉 弁護士法人御堂筋法律事務所 パートナー 弁護士

近藤 昭彦 神戸大学大学院工学研究科教授博士（工学） ※新研究科長就任予定

経営体制 （2016年4月1日時点）

忽那 憲治 神戸大学大学院経営学研究科教授博士（商学） ※新研究科教員就任予定

山本 一彦 ㈱クラシック･キャピタル･コーポレーション代表取締役 ※同上

坂井 貴行 ㈱テクノネットワーク四国代表取締役社長、徳島大学教授博士（学術）

※本学教員採用予定

安原 徹
(会計・税務)

ひびき監査法人代表社員、安原公認会計士事務所所長 公認会計士・税理士

高畑豪太郎

（法律）

弁護士法人御堂筋法律事務所弁護士
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体制（無報酬）

 理事

小川 真人 神戸大学理事（産学連携担当）

水谷 文俊 神戸大学理事（総括副学長）

内田 一徳 神戸大学理事（社会連携担当）

企業等からの理事（最大2名が就任可能）

 代表理事

小川 真人 神戸大学理事（産学連携担当）

 監事

國部 克彦 神戸大学大学院経営学研究科教授

基金の確保（寄附者に対する税控除及び配当はない）

 企業からの寄附

 役員からの寄附

 賛同者からの寄附

一般社団法人神戸大学科学技術アントプレナーシップ基金
（英語名称：Kobe University Science and Technology Entrepreneurship Fund）
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一般社団法人（出資元）
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1月26日（火） 株式会社 科学技術アントレプレナーシップ 設立登記

一般社団法人 神戸大学科学技術アントレプレナーシップ基金

設立登記

1月27日（水） 学内説明会（瀧川記念学術交流会館２階 大会議室）

11:00 ～ 12:00

1月29日（金） 学長定例記者会見

2月～3月 一般社団法人 神戸大学科学技術アントレプレナーシップ基金

寄附による基金の確保
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スケジュール
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問い合わせ先 平成２８年１月２９日（金）１７時まで

くつな けんじ

大学院経営学研究科 忽那 憲治 教授

携 帯 ０９０ － ９６８７ － ５６７４

研究室 ０７８ － ８０３ － ６９２０

「株式会社科学技術アントレプレナーシップ」

「一般社団法人神戸大学科学技術アントレプレナーシップ基金」
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